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11月６日（水）に第２回国語科授業づくり講座「授業研

究会」が大方中学校で開催されました。９月２５日（水）
に開催された「教材研究会」での助言を基に、資質・能
力の育成に向けた説明文での授業づくりの様子を紹介
します。 西部管内の

講座関係のＨＰ

　　　　　授業者も参加者も創る!!高まる!!広げる!! 

西部の国語の未来へバトンをつなぐ

【提案授業】中学校１年「筆者の考えを基に、人間の生活と生き物の環境との関係について考えたことを伝え合おう　～文章の内容や構造を
　　　　　　　　　　把握し、根拠を明確にして自分の考えをまとめる～ 」　（教材名：「幻の魚は生きていた」１年光村図書）　 

【授業者】　能津　利尚　 教諭　（黒潮町立大方中学校） 

　

　根拠を基に自分の考えをもつためには、
自分の考えを述べるために何を根拠とす
ることがふさわしいのか、ということを考
えることができなければならない。しかし
ながら、その根拠としたい説明文の内容や
構造が把握できなければ、どこが根拠とし
てふさわしいのかの判断がつかない。
　自分の考えを形成する力を付けるため
に、学習過程の中で未定着である既習の
学びを補いながら、付けたい力に向けた学
習過程をどのように描いていくかを検討
する必要がある。

《協議の視点》

〔１〕資質・能力の育成に向けた単元構想
    ・育成したい資質・能力の設定
　  ・生徒の実態の把握
　　・学習過程を描く

〔２〕付けたい資質・能力に基づいた言語活動
　　　・言語活動の充実を図る学習過程を描く

　　　　　〈単元で付けたい資質・能力〉
文章の構成や内容を把握した上で、根拠を明確にして
自分の考えを持つ力　〔読むこと（オ）考えの形成〕

Ⅰ 大方中からの提案

　

Ⅱ 単 元 構 想 afterbefore

（１）主体的な学びと振り返り
　　  の充実につなげるため
        に個人のめあてを設定
        する。

（２）構成を捉えることは課題
　　 ではあるが、既習の学び
       であるため自分の考えの
　　 根拠として活用すること
　　 を意図して位置づける。

（３）自分の考えを広げたり深
　　  めたりするために、考え
　　  を示すための観点を踏
        まえて考えの再構築等
        につなげる。
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・ 考え方が同じでも理由や根拠
　は一つじゃないんだな。新たな
　考えにつながったな。
・ 筆者の考えに共感しかなかった
　けど、友達の考えとその根拠を
　聞いて考えがより深まったな。

・ 環境を変えるのは「一瞬」だか
  らこそ元に戻すことも慎重に考
  えるべきではないか。
・ 人間の生活を守っていくために
  は、生き物と共存する方法がな
  いかを考えることが大切だ。　　

・ 自分の考えの根拠となるのは、
　どの情報かな。
・ 筆者の考えを踏まえて、自分の
  考えを友達に伝えるために根
  拠となる部分を見つけ出そう。 

・ 二つの中心文は本論のこのま
　とまりと対応しているのだな。
・ 筆者の主張は「人間の生活と
 自然環境の共存が大切」とい
 うことなんだな。
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　育成したい資質・能力に向かい子供が主体的に学

ぶためには、子供の実態や課題に即した言語活動を

設定し、各学習過程における学びと密接に関連付け

ることで学びの質が高まる。

Ⅲ 言語活動の充実を図る学習過程



　　　　　　　 
◆文章構成図の３つの働き
  （１）教材研究のための道具（ツール）

　（２）子供が説明文を読解するための道具

  （３）子供が説明文の読解を通して言語活動に立ち向かうための道具

◆３つの働きを意図した授業づくり
　○文章構成図を作成するための技術は小学校５年生の前半までに身に付けているべき

  　ものであり、５年、６年でその技術を活用し、言語活動に取り組ませる必要がある。

　○中学校では小学校での学びを振り返らせながら、文章読解のための道具として文章構成図を作り、それ

    を基に自分の考えを文章化する。

    《文章構成図の活用を通して考えの形成へつなげる～指導事項の適切な位置付け～》

　○最初から生徒が作成した文章構成図の形にこだわるのではなく、まず言語活動の中で使わせることで、

　　「使い勝手のいい形は何かを考え→便利な道具に変えていき→要旨をまとめることにつなげ→自分の

    考えにつなげる」ことができる。そうすることで、子供は文章構成図を作る目的を理解し、その後の言語    

    活動に活用していこうとする意識につなげることができる。

  ○考えの形成に容易につなげるためには、要旨を理解するための指導事項を位置付けるとよい。

 

☆小学校の教員として、中学校の国語の授業につ

いて単元構成から話し合えたことを説明文の授業

での押さえるポイントや日々の言語指導に活用さ

せてもらいたいと思います。 　　　（小学校教諭）

☆小学校で身に付けた技能を中学校でもう一度学

ばせるのではなく、既習の技能を把握して、それを

活用させるような授業を考えていきたいと思いま

した。生徒に主体的に学ばせる手立てや課題提示

の仕方を工夫したい。　　　　　　（中学校教諭）

～参加者より～

講師　松永 立志 先生
前 鎌倉女子大学准教授　

Ⅳ「本時の授業」より　

①本時のめあてを基に個 
  人のめあてを設定する。
　→ 主体的な学びへつなげる

②文章構成図をグループ
　で確認し合う。
　→ 構成と内容を把握する

③文章構成図を基に自分 
  の考えの根拠を明確に
  する。
　→ 根拠を明確にするた めに
         文章構成図を活用する

④自分の考え（疑問や反
  論、共感や納得）につ
  いて明確にした根拠
  を全体で共有する。
　→ 自分の考えと友達の考
          えやその根拠を比較する

⑤友達と共有した考えとそ
　の根拠を基に自分の考え
　を再考する。
　→ 考えを再構成する
⑥最初の感想と本時で考え
  たことを比べて振り返る。
　→ 自己の学びを自覚する

【授業改善の第一歩として～文章構成図を導入しながら、授業を構想し展開する～】

 Ⅵ講師による指導・助言

【文章構成図の活用について】

・単元構成を考える際、内容を捉えるための文

  章構成図の活用の仕方を検討する。

・考えを深めるうえで必要なツールであったか

  どうかを検討する。

【明確な根拠について】

・生徒に「根拠とは何か」を押さえさせるために、

  教科書の活用や根拠の示し方について例示が

  あると良かった。

【授業展開について】

・生徒の考えを生徒自身に表現させ、それを基

  に生徒同士をつなぐやりとりを仕組むと良かっ

  た。

・考えを深めるために生徒が自身の変容を見取

  るための手立てがあると良かった。

Ⅴ「授業参観後の協議」より　

良い点

改善点

・生徒が主体的になれる言語活動が設定され

  ていた。

・個人のめあてを持たせていたことが振り返り

  につながっていた。

・考える視点が示されていたため、生徒は自分

  の考えをしっかり書くことができていた。  

・前時の考えを基に、文章構成図を活用して考え

  を深めようとしている点が良かった。

・文章構成図を作成することで文章を俯瞰して見

  ることにつなげていた。


